
小学校外国語活動で主体的にコミュニケーションを

図ろうとする児童の育成 

－安心感と自尊心を高める学級活動と伝え合う意識を育む言語活動

を通して－ 
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 現行学習指導要領では、外国語活動の言語活動を通して、コミュニケーショ

ンを図る素地となる資質・能力の育成を目指すと示されている。また、文部科

学省では、「言語活動を通して」指導するために必要なこととして、「学級に共

感的な人間関係がある」や、「各子供が自己存在感をもてる」が示されてい

る。 

これを受け、本研究では、リフレーミングを活用した学級活動による安心感

の形成及び自尊心の向上と、英語による内容を伝え合うための表現方法を活用

する言語活動により、外国語活動において主体的にコミュニケーションを図ろ

うとする児童が育成できると考えた。 

結果として、言語活動内で内容を伝え合おうとする児童は一定程度育めた

が、学級における安心感の形成と、児童の自尊心の向上には課題が残った。 

今後は、さらに効果的な安心感と自尊心の向上の手立てを目指し、より伝え

合う意識をもって英語を話す児童を育てていきたい。 

 


